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1　まえがき

偏波レ-ダ観測で,アジマス方向に対して傾いた市街
地においてはRCSが弱く,偏波Orientation角が変化

することが報告されている.そこで,我々は実験データ,
人工衛星の観測データから推定した偏披Orientation角
を用いて,レ-ダ波と建造物の壁が正対するように回転

した後に四成分散乱モデル分解法を適用することにより,
市街地を正しく検出できることを示した.しかし,偏波

Orientation角を用いる手法では森林領域においてPv成

分が減少, Ps成分が増加するという問題点が存在して
いたため,本稿では,偏披Orientatioil角を用いる手法
と人工物の検出に適している円偏波相関係数とを組み合
わせることにより,他の領域に影響を与えず,かつ,市

街地を正しく分類できるかを検討した結果を示す.

2　建造物の壁と偏波Orientation角の関係

建造物の壁と偏波Orientation角の関係式は,式(1)
で表現される[1].

tan a
tanO=一二二

cos ㊨
(1)

ただし,0,α,¢はそれぞれ偏波Orientation角,建

造物とアンテナの走査方向とのなす角,オフナディア角

である.

3円偏波を用いた偏波Orientation角推定

市街地を観測する際に変化する偏波Orientation角∂

を考慮すると.レーダ波と建造物の壁が正対するように
回転した散乱行列S(∂)は式(2)のようになる.

¥shh(B)Shv(O)]Jcososind]Fcoso-sinfl]
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ここで,Sは実際に測定される散乱行列である.
Lee等によると.測定データから偏波Orientation角

∂は円偏波アルゴリズムを用いて式(3)のように与えら
れる[2]-

tan
4Re(({Shh - Svv)S"HV))

¥Shh-Svv¥2)-4(15/ 12)

である.また,これは交差偏波成分を最小化すること
と等しい.

4　円偏波相関係数

円偏波相関係数|7LL-RR|は人工物で高い値を示すこ
とが知られており,下式のようになる.

1LL-RR　= (4回-|0-6|') -j4Re(c'(a-b))

(¥a-b+ la-6-
m

簡単のため,ここでは[S(HV)巨 :: としている.

5　四成分散乱モデル分解法

平均化Coherency行列を式(5)のように表面散乱成分
Ps, 2回反射成分Pd,体積散乱成分Pv, Helix散乱成
分Pcに寄与する行列として対応させる.

<[T]〉=Ps[T]surface+Pd[T]Duble++Pv[T]Volume+Pc[T]Helix  (5)

6　ALOS/PALSARデータ解析
今回解析に用いたデータは2006年10月21日に取得

されたL-bandのALOS/PALSAR画像データである.
データ諸元を表1に示す.

表1 ALOS/PALSAR.データ諸元

Coherency行列を回転しない場合,レ-ダ波と建造物
の壁が正対するように全領域を回転した場合,円偏波相
関係数が一定の値以上の領域だけを回転した場合の森林

領域,市街地領域の四成分散乱モデル分解の四成分比を
それぞれ図1, 2に示す.
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図1四成分比(森林)　図2　四成分比(市街地)

7　まとめ

解析結果より,円偏波相関係数が一定の値以上の領域

だけを回転した場合では森林領域のPv成分の減少を抑
え,かつ,市街地を検出できていることが分かる.

また. ALOS/PALSAR画像データを提供していただ
いたJAXAに深く感謝いたします.なお,この研究の
一部は科研費による.
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